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羽
曳
野
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
1
0

『
古
市
遺
跡
群
M
』

　
本
書
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
羽
曳
野
市
教
育

委
員
会
が
計
画
・
実
施
し
た
古
市
遺
跡
群
の
発
掘

調
査
報
告
書
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
四
つ
の
遺
跡

調
査
よ
り
な
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
「
高
屋
城
」

の
部
分
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
当
該
部
分
は
、
教
委
側
で
ま
と
め
た
七
項
目
に

わ
た
る
調
査
報
告
と
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
執
筆

し
た
三
項
目
の
特
論
か
ら
な
る
。

　
「
高
屋
城
に
つ
い
て
」
は
、
「
蓑
7
高
麗
城
関
係

年
表
」
と
共
に
、
文
献
上
に
現
わ
れ
る
高
屋
城
に

つ
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
あ
る
。
「
従
来

の
調
査
成
果
」
は
、
前
年
度
ま
で
の
大
阪
府
教
委

に
よ
る
調
査
の
成
果
を
、
土
塁
・
堀
・
櫓
・
建
物

・
二
の
丸
と
三
の
丸
等
に
わ
け
て
総
括
し
て
い
る
。

　
「
調
査
の
契
機
と
経
過
」
は
、
日
を
逐
っ
て
、

作
業
の
手
順
並
び
に
見
学
老
の
来
訪
、
見
学
会
の

開
催
等
に
つ
い
て
記
し
、
「
調
査
の
概
要
」
で
は
、

調
査
区
の
全
体
図
を
提
示
し
て
い
る
。

　
「
層
位
・
遺
構
」
で
は
、
今
圓
調
査
さ
れ
た
八

つ
の
ト
レ
ン
チ
の
内
、
主
に
三
つ
に
つ
い
て
報
告

が
な
さ
れ
て
い
る
。
建
物
は
計
三
棟
検
出
さ
れ
て

お
り
、
二
棟
は
礎
石
建
物
、
一
棟
は
尊
墨
建
物
で

あ
っ
た
。
礎
石
の
一
つ
に
は
柱
の
焼
け
痕
を
と
ど
」

め
、
多
量
の
焼
土
層
の
存
在
か
ら
考
え
て
、
こ
れ

ら
礎
石
建
物
群
が
火
災
に
遭
っ
た
こ
と
を
示
す
と

さ
れ
る
。
ま
た
簿
貼
建
物
の
性
格
に
つ
い
て
は
、

他
所
の
発
掘
事
例
と
比
較
検
討
し
て
い
る
。
こ
の

他
、
柵
列
や
溝
・
無
難
が
発
掘
さ
れ
、
便
断
と
し

て
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
埋
甕
も
見
出
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
一
部
遺
構
の
上
に
土
塁
が
築
か
れ

て
い
る
こ
と
は
、
戦
乱
の
な
か
防
備
の
必
要
上
、

総
張
り
に
も
改
変
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　
「
遣
物
」
、
特
に
「
申
世
の
遺
物
」
で
は
、
土
師

器
皿
、
甕
、
陶
磁
器
、
瓦
等
が
詳
細
に
報
告
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
、
焼
成
を
う
け
た
壁
土
や
鉄
鎌
…

の
存
在
は
、
高
屋
城
興
亡
の
歴
史
を
物
語
る
し
、

銭
貨
や
調
度
形
態
の
暖
房
具
の
発
見
は
、
商
贔
経

済
の
発
達
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
碁
石
や
韓
語
は

当
時
の
生
活
の
一
画
面
を
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
る
。

な
お
、
土
師
器
増
底
部
に
認
め
ら
れ
た
墨
書
の
銘

文
は
、
十
分
に
意
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
の
、
「
御
屋
し
き
」
、
「
堤
」
（
土
塁
ヵ
）
等
の
内

容
を
含
み
、
中
世
の
生
き
た
証
人
と
し
て
興
味
深

い
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
「
ま
と
め
」
の
部
分
で
は
、
従
来
の
報

告
と
今
回
の
調
査
を
あ
わ
せ
て
、
高
屋
城
の
総
合

的
な
位
置
付
け
を
試
み
て
い
る
。

　
特
論
の
一
つ
は
、
奥
田
華
氏
の
「
礎
石
・
敷
石

の
岩
石
種
」
で
あ
る
。
氏
は
、
石
材
の
使
用
傾
向

・
岩
石
種
を
調
査
し
た
上
で
、
そ
の
採
取
地
を
推

定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
主
に
礎
石
は
南

河
内
郡
太
子
町
の
飛
鳥
川
中
流
域
等
、
敷
石
は
高

屋
城
東
方
○
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
石
川
川
原
が

そ
の
採
取
地
と
し
て
比
定
さ
れ
る
と
い
う
。

　
次
に
、
坪
之
内
徹
氏
「
高
屋
城
跡
蹟
土
の
一
五

・
エ
ハ
世
紀
の
土
器
に
つ
い
て
」
が
あ
る
。
氏
は
、

土
師
器
皿
、
輸
入
陶
磁
器
（
青
磁
碗
・
染
付
磁
器

・
白
磁
小
皿
）
、
国
産
陶
磁
器
（
美
濃
焼
小
皿
、

天
目
茶
碗
）
、
備
前
焼
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

他
地
域
の
出
土
資
料
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ

の
編
年
を
試
み
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
土
器
の

一
定
の
組
み
含
わ
せ
関
係
を
「
城
館
様
式
」
と
称

し
、
文
化
の
下
降
・
拡
散
現
象
を
仮
説
と
し
て
提

示
さ
れ
て
い
る
。

　
村
田
修
三
氏
の
「
高
屋
城
の
縄
張
り
」
は
、
そ

の
縄
張
り
の
基
本
的
な
内
容
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、

当
城
の
独
自
面
に
言
及
し
て
い
る
。
即
ち
、
台
地

の
北
に
古
市
が
存
在
し
た
こ
と
、
東
高
野
街
道
が
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城
内
を
縦
断
し
て
い
る
こ
と
、
築
山
古
墳
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
他
、
虎
口
や
「
櫓

下
」
等
に
つ
い
て
も
、
氏
の
長
年
の
研
究
成
果
に

基
づ
い
て
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
考
察
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。

　
以
上
に
曾
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
の
「
高
屋

城
」
の
部
分
は
、
様
々
な
側
面
か
ら
高
屋
城
を
解

明
し
、
単
な
る
調
査
報
告
書
の
域
を
出
た
優
れ
た

著
作
物
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
い
く

つ
か
不
満
の
残
る
点
も
あ
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
『
摂
津
高
槻
誠
』
の
報
告
書
（
『
史

林
』
六
八
一
一
で
小
島
道
裕
氏
が
紹
介
）
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
本
調
査
報
告
が
孤
立
気
味
な

こ
と
で
あ
る
。
特
に
縄
張
り
や
古
市
と
の
関
係
等

に
つ
い
て
は
、
他
の
戦
国
期
城
郭
（
城
下
町
）
と

の
よ
り
一
層
の
比
較
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
次
に
細
か
い
点
で
は
あ
る
が
、
土
塁
の
断
ち
割

り
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土

塁
の
構
造
そ
の
も
の
へ
の
言
及
が
殆
ど
な
か
っ
た

点
で
あ
る
。
筆
者
は
現
地
説
明
会
の
当
β
、
土
塁

の
断
ち
割
り
面
に
明
確
な
版
築
の
跡
を
見
出
し
た

し
、
当
日
説
囎
に
あ
た
ら
れ
た
市
教
委
の
方
も
そ

の
こ
と
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
た
。
城
郭
と
い

う
武
士
の
社
会
生
活
の
た
め
の
空
間
の
中
で
、
恐

ら
く
労
役
に
駆
り
出
さ
れ
た
民
衆
の
も
の
で
あ
ろ

う
数
少
な
い
〃
い
と
な
み
”
の
痕
跡
に
触
れ
な
い

の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
も
増
し
て
怒
り
さ
え
覚
え

る
の
は
、
本
調
査
で
報
告
さ
れ
た
遺
構
が
殆
ど
す

べ
て
も
は
や
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

勿
論
本
書
へ
の
直
接
の
不
満
で
は
な
い
が
、
敢
え

て
こ
こ
で
一
言
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
書
で

は
、
「
調
査
の
契
機
と
経
過
」
の
項
の
中
で
、
市

長
や
文
化
庁
初
め
様
々
な
機
関
の
責
任
者
が
現
場

を
見
学
し
、
現
地
見
学
会
に
は
何
百
人
も
の
人
々

が
集
ま
り
、
各
種
の
団
体
が
保
存
の
要
望
を
声
明

し
た
こ
と
を
記
し
た
後
に
、
た
だ
の
二
行
、
「
そ
の

後
、
府
・
市
・
申
請
老
の
三
者
で
協
議
を
行
な
つ

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
結
果
、
土
塁
を
す
べ
て
削
平
し
て
平
坦
に
し
、

平
面
の
遺
構
に
は
支
障
の
な
い
よ
う
に
工
事
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ

な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
史
跡
化
は
実
現
し

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
か
っ
た
」
（
傍
点
筆
者
）
、
と
述
べ
る
の
み
で
あ

る
。
公
式
の
報
告
書
で
は
、
量
る
い
は
多
く
を
語

れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
大
阪

府
下
の
平
野
部
で
は
殆
ど
唯
一
残
る
大
規
模
な
戦

国
期
城
郭
遺
構
、
し
か
も
そ
の
歴
史
的
重
要
性
に

お
い
て
は
屈
指
の
も
の
で
あ
る
高
屋
城
の
遺
跡
は
、

こ
の
開
発
1
1
破
壊
に
よ
っ
て
中
心
部
分
の
殆
ど
を

失
っ
た
の
で
あ
る
。

　
開
発
と
保
存
の
問
題
は
一
朝
一
夕
に
は
解
決
で

き
ぬ
事
柄
で
あ
る
。
だ
が
、
本
書
は
、
こ
う
し
て

詳
細
に
記
録
さ
れ
た
重
要
な
遺
構
が
も
は
や
地
上

に
存
在
し
な
い
、
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
の
問

題
に
新
た
な
一
石
を
投
ず
る
も
の
と
な
ろ
う
。
我

々
と
し
て
は
、
行
政
の
怠
慢
を
責
め
る
と
共
に
、

学
術
研
究
や
保
存
運
動
に
対
す
る
自
ら
の
か
か
わ

り
を
厳
し
く
見
直
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
（
今
谷
明
「
河
内
高
屋
城
の
近
況
と
保
存
問
題
」

（『

坙
{
歴
史
』
四
〇
一
、
　
一
九
八
一
年
）
参
照
）

〈
な
お
、
本
書
に
は
他
に
、
古
町
大
溝
、
野
中
寺
、

切
戸
1
号
墳
・
2
号
墳
の
調
査
報
告
も
収
め
ら
れ

て
い
る
〉

　
　
　
（
A
4
版
、
二
〇
〇
頁
、
原
色
図
版
八
頁
、

　
　
　
図
版
二
八
頁
、
一
九
八
五
年
王
月
、
羽
曳
野

　
　
　
市
教
育
委
員
会
、
三
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
木
宏
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

中
村
廣
治
郎
編

『
イ
ス
ラ
ム
・
思
想
の
営
み
』

　
本
書
は
、
思
想
、
歴
史
、
社
会
、
文
化
の
颪
か

ら
綜
合
的
に
イ
ス
ラ
ム
と
い
う
も
の
を
と
ら
え
直

し
て
み
よ
う
と
す
る
『
講
座
イ
ス
ラ
ム
』
全
四
巻

の
第
一
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
、
主
に
イ
ス
ラ
ム
の

思
想
史
的
展
開
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
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